
 

様式第１７（第８条関係） 

製  造  所 

危  険  物  貯  蔵  所  廃  止  届  出  書 

取  扱  所 

 

○○年○○月○○日 

羽島市長 ○○ ○○ 殿 

申 請 者          

住 所 羽島市竹鼻町丸の内○○丁目○番地 

（電話０５８－３９２－２６０１） 

氏 名 株式会社 ○△  

代表取締役  羽島 太郎    

設 置 者 

住     所 羽島市竹鼻町丸の内○○丁目○番地  電話 ０５８－３９２－２６０１ 

氏     名 株式会社 ○△ 代表取締役  羽島 太郎 

設 置 場 所  羽島市竹鼻町丸の内○○丁目〇番地 

設 置 の許 可 年 月 日       

及 び 許 可 番 号 
平成○○年○○月○○日    第  〇－〇 号 

設置の完成検査年月日       

及 び 検 査 番 号 
平成○○年○○月○○日    第  〇－〇 号 

製 造 所 等 の 別 貯 蔵 所 
貯蔵所又は取扱

所の区分 
屋内タンク貯蔵所 

危 険 物 の類 、品 名 

（指定数量）、最大数量 

第４類第３石油類 

Ａ重油（２，０００ ℓ） ２０，０００ ℓ 

指 定 数 量

の倍数 
１０.０倍 

廃 止 年 月 日 平成○○年○○月○○日 

廃 止 の 理 由 ボイラーの燃料をガスへ転換したため 

残 存 危 険 物 の 処 理 
内部洗浄後、換気を十分に行い、タンク内部に可燃性蒸気がない

ことを確認し解体処分する。 

※ 受 付 欄 ※  経 過 欄 

 

 

備 考  １  この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２  法人にあっては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。 

３  品名（指定数量）の記載については、当該危険物の指定数量が品名の記載のみでは明確でない

場合に（  ）内に該当する指定数量を記載すること。 

４  ※印の欄は、記入しないこと。 


